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１．スマート通学大実験実施の背景

沖縄県は混雑時の旅行速度が三大都市圏よりも低く、大学周辺でも渋滞対策の実施が必要
特に、授業実施期間は学生のマイカー通学・小中高校への送迎により道路混雑が発生
これに対し、沖縄県TDM施策推進アクションプログラムでは琉球大学周辺を「キャンパス交通エ
リア」に設定し、次世代の交通手段やMaaSを社会に実装するためのテストベットとして活用

沖縄県の交通渋滞問題

「TDM施策推進アクションプログラム」を参考に作成

10.8
14.6 15.3 16.4

32

那覇市 東京23区 大阪市 名古屋市 全国

平日混雑時平均旅行速度（km/h）
全国平均を大きく下回り、
三大都市圏よりも低い

6262.8

4769.1

2745.9

1429.2

6月 大学のみ夏季休暇 小中高夏季休暇 小中高大夏季休暇

我如古交差点半径２km圏内の渋滞長（m）

約1/4に短縮

約1500m短縮
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マイカー・直通バス以外の新しい移動サービスを提供し、マイカー以外の選択肢を増やし、
活用を促進するためのアプリを開発してスマート通学を実現
大学への通学・通勤におけるマイカー利用の適正化（抑制）と公共交通の利用促進を図る

27

１．スマート通学大実験実施の背景

公共交通の選択肢を増やす

大学・移動・交通サービス・交通状況のデジタル化と連携・活用

自
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大
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駐
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バス
（直通）

バス・モノレール
（非直通） バス（乗継）

マイカー

バス利用促進

「マイカー利用の工夫」や「公共交通の乗継」等に
よるサービス改善
⇒駐車場利用適正化・バス利用促進

周辺住民への駐車場・小型モビリティ利用拡張
各種交通手段予約と交通ICカード（OKICA）との連携
学生通学状況を活用した、各種移動サービスの改善策検討

キ
ャ
ン
パ
スM

aaS

ア
プ
リ

徒歩
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１．スマート通学大実験実施の背景

大学におけるマイカー通学・通勤の運用ルールの見直しの実施（駐車管理の徹底化）
公共交通の選択をしやすい仕組みの導入
→公共交通利用の倍増可能性を検証する

スマート通学の目標値（参考値）

300人
600人減

現状 300人現状 6,000人

公共交通利用を２倍に増やす！マイカー利用を延べ1割減らす！

キャンパスMaaS

マイカーが必要なとき
（終バス以降までのアルバイト等）

マイカーが使えないとき
バス路線沿線に居住している人

マイカー利用 公共交通利用

琉大ルール：ゲート出入管理の徹底

公共交通：600人
徒歩・二輪等：300人

300人
※固定の学生が交通転換する必要はなく、各学生が

必要に応じて公共交通を選択できる環境とする -43-
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１．スマート通学大実験実施の背景

マイカー利用を控え、公共交通を利用した場合には道路混雑やCO2排出量の削減に寄与したと
してインセンティブを付与するモデルを提案
駐車場の料金を原資とするモデルにより持続可能にするとともにバス事業者のより積極的な関与
を実現するモデルを提案

持続可能性とするための施策

利用者
学生・教職員

キャンパスMaaS ブロックチェーン
プラットフォーム

マイカー
（駐車場）

バス・モノレール
（乗継含）

自転車
小型モビリティ

駐車場
利用
料金

運賃 利用
料金

予約
決済

予約
決済

移動手段

運賃
補助

料金
割引

周辺地域

駐車場

周辺店舗

地域
還元
予約
決済

利用
料金

導入
支援

利用転換

通貨の流れ

情報共有

・関係者間の連携，新規参入が容易
・情報共有による公平な移動手段選択
・中央集中型に比べてシステム規模の

検討不要
・安価（管理者不在，データ連携）

分散型台帳
システム

・トレーサビリティ
（移動手段情報蓄積，データ消失防止）
・堅牢なセキュリティ

耐改ざん性

・処理効率化（駐車料金の分配等）
・直接取引／契約（駐車場，ラストワンマイ

ル手段）
・第三者不要

スマート
コントラクト

【ブロックチェーンの特徴と活用機会】

【ブロックチェーンのデメリット】
運用後にデータが線形的に増大していくスケーラ
ビリティの問題

原資

本システムでは、ブロックチェーンを活用して、
モビリティや駐車場等の予約状況を共有

-44-
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２．スマート通学大実験の目的

目的２ ステークホルダー間の連携のための制度設計

目的１ キャンパスMaaSの社会実証による効果検証

これまでの取り組みにおける課題
•極小規模な実験で一部機能の技術実証に留まる
今回の実証実験での目的

•本格導入に向けた一定規模の実証実験による効果検証（交通手段の提供・インセンティブモデル）
•インセンティブを付与する仕組みを活用し、公共交通をより利用しやすい仕組みを構築
•評価、導入課題の洗い出し
将来的な検討課題（キャンパスMaaSの導入を踏まえた新たな検討課題）

•公共交通の利用促進や医療サービス等地域連携を踏まえた段階的なMaaSの導入計画
•キャンパスMaaSの効果検証のための道路交通状況のモニタリング手法の確立

これまでの取り組みにおける課題
•多様なステークホルダー間でのデータ共有が不完全
今回の実証実験での目的

•運行事業者のサービサーとしての参画や関連データの提供
•データ連携のためのルール設定（共有するデータと共有する範囲）
•これらの仕組みを自動化するシステムの構築、データ連携の技術的検証
•共有データの例：入構許可車両ナンバー、OKICAのID、公共交通利用実績（OD、運賃等）、

インセンティブ情報
-45-
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３．スマート通学大実験の概要

キャンパス交通エリア（琉球大学を対象）対象エリア

①キャンパスMaaSによる通勤・通学行動転換効果の検証（社会実証）
⇒マイカー利用抑制、公共交通利用促進の効果を検証

②キャンパスMaaSで取り扱うデータ連携手法の検証（技術実証）
⇒公共交通利用時のOD取得・ODに応じたインセンティブ付与の仕組みの検討
⇒入構許可申請システムの構築及び入構実施車両情報との連携手法の検討
⇒これまでの個別の取り組みを一体的に実施するための基盤整備の要件の検討

目的と
検証項目

第１回：2024年11月25日～12月20日（４週間）
第２回：2025年 1月14日～ 1月31日（３週間）
※第２回実証実験は現在実施中

実施時期

第１回：延べ123名
第２回：延べ 91名 合計214名
※対象：琉球大学に通学する学生

参加者数

①マイカー
②公共交通（バスのみ）
③公共交通の乗継（バスとモノレール、バスの乗継）

移動サービス

マイカー利用抑制、公共交通利用に対するインセンティブ
（実験時点ではインセンティブ額を学生に提示しない）インセンティブ

琉球大
98系統

97系統

294系統
94系統

297系統

ゆいレール

-46-
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３．スマート通学大実験の概要（道路モニタリング）

①マイカー通学車両の把握のため、大学出入口に
カメラを設置し、流入車両のナンバー撮影を実施

②キャンパス外にビデオカメラを設置し、混雑状況を撮影
③ナンバー調査結果のマッチングにより、キャンパス外から

大学までの時間帯別所要時間を計測

実施目的

事前調査 ：2024年11月 7日(木)
実験中調査：2024年12月 3日(火)
琉大出入口：各日7時～18時の連続11時間
アクセス道路：各日7時～13時の連続6時間

実施時期

琉球大学出入口(北口・南口・東口 計3断面6方向)
大学アクセス道路(計3断面3方向)調査地点

●ナンバープレート調査
・大学キャンパスに流入出する車両のナンバーを収集

各出入口を通る車両を路肩より撮影(図中茶色)
○北口1箇所(2方向)
○南口1箇所(2方向)
○東口1箇所(2方向)

・キャンパスへの流入車両の混雑状況を把握するため、
アクセス道路を通る車両を路肩より撮影(図中紫色)
○北口1箇所(1方向：宜野湾市道長田1号上)
○南口1箇所(1方向：県道29号那覇北中城線上)
○東口1箇所(1方向：中城村道南上原中央線上)

※ナンバー読取り結果から2点間の所要時間を算出

調査項目

宜野湾市道
長田１号上

中城村道
南上原中央線上

県道29号
那覇北中城線上

：構内調査箇所
：構外調査箇所
：調査対象方向

(c) NTT空間情報株式会社

北口交差点

東口交差点

南口交差点

-47-
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３．スマート通学大実験の概要

地域公共交通は、国民生活や社会経済活動を支える社会基盤である一方、人口減少や少子
化、マイカー利用の普及やライフスタイルの変化等による長期的な需要減により、持続可能性の確
保が課題
地域の多様な関係者の「共創」（連携・協働）により、地域公共交通ネットワークの「リ・デザイ
ン」（再構築）を進め、利便性・生産性・持続可能性を高めることが必要
萌芽となる実証事業に対する補助を行うとともに、実地伴走型のフォローを継続するとともに、必
要な課題等を整理し、他の地域においても横展開を図り、共創の取組による地域公共交通の再
構築を全国的に展開することを目的とした国土交通省の事業

共創モデル実証運行事業への採択

-48-
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３．スマート通学大実験の概要

琉球大学
八千代エンジニヤリング㈱

・実証フィールドの提供
・実証実験のモニターとしての参加

実施主体

沖縄都市モノレール㈱
・モノレールの運行
・モニターの乗降に関する情報共有

・バスの運行
・モニターの乗降に関する情報共有

㈱琉球バス交通
那覇バス㈱

移動
サービス
の提供

運行主体

利用促進策
の提案

アドバイス
情報提供
データ提供

インセンティブ
付与の情報

公共交通利用
実績情報

OKICAで連携

・共創パートナー間の連携調整の支援
・TDMデータ分析プラットフォームの提供

沖縄県企画部
交通政策課

・モノレール・バス利用実績の確認
・OKICAポイント(インセンティブ)の付与

沖縄ICカード㈱

実施体制図・連携での実施項目
モノレール・バス事業者（運行主体）との連携：
公共交通相互の乗継等、利用状況に関する情報の共有を行い、インセンティブ付与条件に反映
バスデータを管理している企業との連携：
インセンティブ付与の条件を調整してシステムを構築し、公共交通利用者にインセンティブを付与
沖縄県との連携：
PR活動の実施、本事業の目的理解の深度化とモニターとしての積極的な参画を促進
沖縄県及び地元自治体との連携：
沖縄県民が利用しやすい地域版MaaSの導入に向け、次年度以降の検討課題を明確化
琉球大学との連携：
渋滞対策等を行う全学プロジェクトに位置付け、大学全体の取組みへ

-49-
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自
宅

バス（キャンパス乗り入れ） ※大学敷地内までのバス利用時
※(参考) 直通バス：琉球バス交通98系統、那覇バス94・97・294・297系統

自家用車

周
辺
バ
ス
停
・

モ
ノ
レ
ー
ル
駅

バス・モノレール（＋バス乗継）
バス

（乗継）

徒歩

インセンティブ付与はなし

インセンティブ：キャンパスMaaSポイント20pt
大
学

駐
車
場

最
寄
バ
ス
停

インセンティブ：
キャンパスMaaSポイント40pt

モニターへの作業依頼項目

バス・モノレール（＋徒歩）
インセンティブ：
キャンパスMaaSポイント30pt

通学以外のバス利用でも利用履歴に応じてキャンパスMaaSポイント10ptを付与
インセンティブは、キャンパスMaaSポイントに数10倍したポイントを付与

普段の通学に対して、スマホアプリ上で通学手段を登録・予約し
通学手段の適正化を促進
①駐車場利用制度の厳格化
居住地に応じた駐車場利用制限の運用を厳格化
②社会貢献者へのインセンティブ導入
マイカー通学をしない人にインセンティブを付与する
③被験者が交通状況を提供することによるインセンティブの導入
通勤・通学する際、各自の自宅出発時刻・大学到着時刻を
提供する仕組み(移動手段問わず、インセンティブ付与の対象)

公共交通利用によるインセンティブ付与・OD取得の仕組みや、
入構許可車両情報等の自動車情報データとの連携
①OKICAプラットフォームとの連携
公共交通利用時のOD収集
OD収集結果を踏まえたインセンティブ付与の判定
実際のインセンティブ付与を実施するシステム構築
②大学への入構許可車両情報との連携
入構許可車両申請システムの構築
大学出入口における入構許可有無の判定

データを用いた技術実証項目

３．スマート通学大実験の概要
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４．実験実施状況（PR活動状況）

モニター募集（チラシ配布）

モニター募集(学食POP設置)

モニター募集のチラシ（看板）

申込者への説明会

-51-
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５．実験結果（社会実装、速報値：12月実験結果）

モニター数

マイカー通学者の公共交通利用状況

モニター申し込み者数：123名（参考：1月は91名）
12月実験の参加者数：67名
• マイカー利用者 ：38名（57%)
• 公共交通利用者：19名（28%）
• その他利用者 ：10名（15%）

実験期間：4週間（20日間）
実験期間中の通学におけるマイカー利用から公共交通への転換率は14％
• 述べ通学数（全トリップ数）：496回（100%）
• 公共交通利用数 ： 71回（ 14%）

実験結果速報
実験期間中の通学におけるマイカー利用から公共交通への転換率は14％となった。
スマート通学の目標であった転換率１割を達成することができた。
インセンティブによって、公共交通が選択肢の一つに加わり、状況に応じて選択する様子が見られた。
効果検証のため、今後詳細な分析を実施する。

バス（キャンパス乗り入れ）

休み・通学しない

スマート通学大実験アプリ画面

-52-
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５．実験結果（技術実装）

データ連携
モニターを対象に、公共交通利用時のODデータ（ローデータ）を受領可能となる見込み
→県・沖縄ICカードでの契約が完了、データ受領に向けた調整実施中
(ODデータイメージ)

→ODに応じたインセンティブ額も設定済、受領データに応じてインセンティブ額を決定予定
※ODデータの提供条件を琉大学生全体等へ拡大する際の方針は今後検討が必要

入構車両情報も学生から提供頂き、交通流動（ナンプレ）調査結果との比較を実施中
（公共交通で通学と申請した学生がマイカーで通学していないかどうかの確認）
→入構許可車両情報も大学より受領し、比較を行ったものの手書き資料の打ち間違い等の

誤字等もみられることから、入構許可申請の自動化等、システムの構築が必要

これらの結果を踏まえ、取組みを整理するための基盤整備を今後実施予定

運賃降車バス停降車時刻乗車バス停乗車時間カード番号日付

610
340
580
190
640
660

中部商業高校前
琉大北口駐車場
長田
琉大北口駐車場
琉球大学病院
琉大北口駐車場

09:55
08:55
08:40
09:10
08:45
07:50

那覇バスターミナル
てだこ浦西駅
コザ
長田
てだこ浦西駅
那覇バスターミナル

09:10
08:20
07:40
09:00
08:15
07:00

OK012 3456 7890 0001
OK012 3456 7890 0002
OK012 3456 7890 0003
OK012 3456 7890 0003
OK012 3456 7890 0004
OK012 3456 7890 0001

2024/11/25
2024/11/25
2024/11/25
2024/11/25
2024/11/26
2024/11/26

乗継も
確認可

同一人も
確認可
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６．今後の取組方針

ユ
ー
ザ
ー
数 第

一
目
標
キャンパスMaaS
（琉球大学）

キャンパスMaaS
（＋周辺大）

キャンパス交
通エリアの地
域版MaaS

本島全体の
地域版MaaS

琉大のルールに
基づくシステム

周辺大のルー
ルに基づくシ

ステム

地域住民も対象
にしたシステム

地域住民や観
光客にも対応
したシステム

＋観光型MaaSとの連携

【交通課題の解決】 【地域課題の解決＋地域活性化】

【ディープMaaS】 【Beyond MaaS】

＋医療版MaaS
（琉球大学）

キャンパスMaaSエリアをテストベッドとしたキャンパスMaaSを琉球大学に本格導入
将来的にはキャンパス交通エリア全体での地域版MaaSから、沖縄本島全体のMaaSへ展開
MaaSシステム（データ連携プラットフォーム等のシステム）も段階的に成長すると想定
今後、システム構築やデータ連携のルール化等において行政の協力も必要

本格導入などに向けた取組(キャンパスMaaS全体として)
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キャンパスMaaSでスマート通学を実現
(マイカーの適正利用と公共交通の利用促進)
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